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参考資料編 

全体構想編Ⅱ 

 
伊豆の国市における都市計画の変遷 

本市は、本市及び函南町の１市１町で構成する、田方広域都市計画区域に含まれます。1971
年に田方広域都市計画区域、1976年に区域区分を指定し、市街化区域と市街化調整区域が区分
されました。2005年の本市誕生後も区域区分は変更なく現在に至ります。 
空中写真で、1976年の区域区分指定当時と、2012 年を見比べると、市街化区域の中で「既に

コンパクトな市街地が形成」されてきている様子が確認できます。 
【該当ページ P45】 

■ 1976年                   ■ 2012年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

資料：国土地理院空中写真を加工 

本編を補足する参考図 
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都市施設 

（１）DB 一括発注方式の工区(案) 

下水道計画区域では、下水道の未普及地域を解消するため、国の勧める官民連携事業を活
用した方式である「設計施工一括発注方式」を採用し、下水道の整備を行います。 

【該当ページ P86】 

 

■ DB 一括発注方式の工区(案) 
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（２）雨水排水系統 

狩野川流域の雨水浸水対策として、雨水幹線の整備を推進します。 
【該当ページ P86】 

 

■ 雨水排水系統 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：伊豆の国市下水道課 
 
 



参考資料編      

 

227 
 

 

地域別構想編 

Ⅱ．長岡地域 

１．官民連携事業の推進のための「まちづくり地域プラットフォーム」 

【該当ページ P133】 

（１）設置の目的 

平成 26 年度に本市で検討した「伊豆長岡駅前周辺将来構想」を官民連携にて事業化する
際、その前段階にあたる具体的事案の掘り起しや事業化候補の案件を見出す事できることか
ら本組織を立ち上げました。この段階で具体的な官民連携の事業スキームを検討しておくこ
とにより、今後の差し迫った公共施設再配置や立地適正化計画の方針に基づく都市機能の誘
導をはじめ、地域の活性化に繋げていくことが期待できます。 

 

（２）これまでの経緯と体制の方針  

本市では、平成 29 年度に立地適正化計画と公共施設再配置計画を策定しました。 
立地適正化計画は、計画方針に基づく関連施策を中長期的に実施することで、集約型都市

形成の構築を図ることとしています。一方の公共施設再配置計画は、「公共施設等総合管理計
画で定めた今後の公共施設の管理に関する方針や目標を踏まえ、公共施設の再配置を効果的
かつ効率的に推進する」としています。これらの計画方針を踏まえて施策を実施していくに
当たり、本市では民間活力に大きく期待しているところであり、その可能性は未知数と言え
ます。 
まちづくり地域プラットフォームは、行政側の方針や民間の方針を共有しながら、本組織

の方針に賛同する関係機関が集い、持続可能なプラットフォームを形成し、今後の都市形成
に係る具体的な官民連携事業を発掘する組織として位置づけられています。 

 

  
 伊豆長岡駅周辺 
将来構想 
(H27年９月策定) 

・伊豆長岡駅の拠点性を高める 

・駅周辺の活性化を図る 

・交通の円滑性、快適性、安全性を 

高める 

・策定委員 

伊豆箱根鉄道㈱、JA伊豆の国、大学院准

教授 

 

立地適正化計画 
(H30年 3月策定、 
6月公表) 

・市街化区域内に居住誘導区域、居住

誘導区域に含まない区域を設定し、

さらに、居住誘導区域内に都市機能

誘導区域を設定 

・協議会委員 

伊豆箱根鉄道㈱、大学院准教授、都市計

画審議会長 ほか 

 

公共施設再配置計画 
(H30年 3月策定) 

・公共施設の再配置を効果的かつ効

率的に推進することを目的とした計

画 

まちづくり地域プラットフォーム（略称：まちプラ） 

プラットフォームとは：産官学金の協議の場 

コアメンバー：市役所、伊豆箱根鉄道㈱、観光協会、順天堂大学医学部附属静岡病院 

オブザーバー：㈱静岡銀行 アドバイザー：市政アドバイザー 他 

  

本編を補足する参考資料 



参考資料編 

 

228 
 

 

（３）これまでの取組結果 

①平成 28年度 

伊豆長岡駅前構想の提言をもとに、官民連携の可能性について協議を行いました。具体
的には、伊豆長岡駅周辺部を中心とした土地利用の方向性を検討しました。 

 
②平成 29年度 

都市計画・まちづくりに関わる構想並びに計画の延長上での官民連携の取り組みを見据
え、地域プラットフォームのあり方検討及び立ち上げを行いました。 
具体的には、2018 年（平成 30 年）１月 11日に開催した第 4 回立地適正化計画推進協議

会終了後、各委員に対して、まちづくり地域プラットフォームに係る計画策定後の都市形
成施策のイメージを説明しました。同年 3 月 12 日には、伊豆箱根鉄道㈱、観光協会、伊豆
の国市、㈱静岡銀行など、キープレーヤーやオブザーバーで組織する第 1 回まちづくり地
域プラットフォームを開催しました。 

 

 

 

 

③平成 30年度 

地域プラットフォームを定期的に開催することにより、参加者が共通認識を持ったまち
づくりの方向性をイメージできる段階まで進捗しました。その中で、官民連携の手法を用
いて拠点と位置づける具体的な候補地として温泉駅周辺の最適化の方向性を決定し、市と
しても都市政策に係る関連計画の方針に基づき、積極的に取組んでいくことを表明しまし
た。平成 31 年度以降も引き続き地域プラットフォームを定期的に開催していくことを決定
しました。地域プラットフォームのフォーマット自体は、温泉駅以外の案件にも対応でき
るような位置づけとし、専門部会等として今後も「温泉駅」を取り扱うほか、市内におけ
る官民連携の取り組みを広く議論する場と位置付けました。 

 

 

 
 
 
 
 
  
  

結果：官民が連携してまちづくりに必要な情報交換を行っていくことを決定しました。 

結果：関係プレーヤーとして、伊豆箱根鉄道㈱のほか、㈱静岡銀行、観光協会、順天堂大学医
学部附属静岡病院にも参加してもらうこととなりました。また、アドバイザーとして、都市計
画に係る専門的な知識を有する学識者にも会議に出席してもらい、温泉駅とその周辺の最適化
に対する意見聴取を行いました。 
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④令和元年度 

前年度に決定した方針を踏まえ、温泉駅とその周辺区域の賑わい創出に向けて官民が具
体的な将来イメージを共有するため、アドバイザーとして関わっていただいている大学院
准教授の協力を得て、ワークショップを開催しました。ワークショップでは、PF メンバー
等による温泉駅とその周辺区域の現地視察を行ったほか、学生が提案したアイデアに対し
て、地域住民をはじめ参加者による意見交換を行いました。 
また、温泉駅周辺の地域住民や事業所関係者を対象に、今後のまちづくりに関するニー

ズ把握を目的に、アンケート調査を実施しました。 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

結果：ワークショップ結果及び温泉駅管理者（伊豆箱根鉄道㈱）の意向・提案を基に引き続
き官民が連携して温泉駅とその周辺区域の都市形成を検討していくこととなりました。温泉
駅管理者の意向を尊重し、方針に沿ってそれぞれのメンバーが取組む事項を整理・共有する
とともに、令和３年度の取組事項(案)も含めた事業の在り方を検討し、将来都市構想の具現
化に向けて協議・調整していくことになりました。 
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２．「シャレットワークショップ 2019」 

（１）温泉駅とその周辺地区のまちづくりデザインを考える 

【該当ページ P133】 

横浜国立大学都市計画研究室とまちづくり地域プラットフォームが連携し、「温泉駅とその
周辺区域のまちづくりデザインを考える」をテーマに、地元の区長をはじめ関係事業者や団
体等を交えたシャレットワークショップを開催しました。温泉駅とその周辺区域の将来像に
関する意見交換を行うことで、官民がまちづくりに向けた目標の確認や今後の都市形成の可
能性を共有することが出来ました。 

 
 
 
 
 
 
 
  

順天堂大学医学部附属静岡病院 温泉駅 

温泉場通り 
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①最終提案 Ａ案 伊豆長岡温泉キャンパス  

～まるごとごちゃまぜネットワーク～ 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

模型 
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②最終提案 Ｂ案 KENKO-STATION ～健康プラットホーム～ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

模型 
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Ⅳ．韮山地域 

 
１．伊豆の国市伊豆長岡駅前基本構想 

【該当ページ P184】 

（１）伊豆長岡駅の都市拠点化に係る施策 

◆ 生活拠点としての機能性を高めるため、駅直近において拠点的機能の導入整備を図
る必要があります。他都市事例や市民ニーズなどを踏まえると、具体的には、市役所
窓口機能、健康・福祉・子育て支援機能、ホール・集会機能、教養・学習機能（図書館
機能、生涯学習機能等）、公共サービス機能（郵便局・金融機関ＡＴＭ等）、物販・サー
ビス提供機能、“たまり場”機能等が適するものと想定されます。 
観光拠点としての機能性を高めるため、駅直近において観光交流・情報拠点機能の

導入整備を図る必要があります。具体的には観光案内所機能、展示・ＰＲ機能、物販
（みやげ物等）機能等の導入が必要と考えられます。 
このほか、より観光拠点としてのポテンシャルを高めるため、単身者向け宿泊機能

の導入、生鮮品等物販機能（マルシェ等）の導入、伊豆長岡らしさを演出する景観の
整備といった取組についても積極的に進めることが期待されます。 

 
◆ 交通拠点としての機能性を高めるため、駅舎内や駅前広場等において、市内及び観
光地等へのアクセス拠点機能の導入整備を図る必要があります。 
具体的には、結節機能の強化という視点では、現駅前広場の再整備によるバス、タ

クシー、一般車、送迎バス等の乗降・待機環境の向上、東口の新規整備等、駅東側のア
クセス環境の向上等が必要と考えられます。 
また、駅周辺も含め、散策ルートの歩行者・自転車通行環境の整備、駐車機能の強

化といった整備も望まれます。 
一方、鉄道を降りた後の二次交通サービスの強化という視点では、レンタサイクル

の充実、観光地周遊バスや観光タクシー・乗合タクシーの導入・拡充といった整備も
望まれます。 
さらに、観光案内所機能の強化の一環として、観光ルートのＰＲや交通手段選択に

関するアドバイスを行うコンシェルジュ機能の導入も重要な戦略と考えられます。 
 

（２）商業・温泉街の活性化に係る施策 

◆ 駅周辺商業の活性化を図るため、市民や観光客などが“そぞろ歩き”を楽しむための
環境整備を行っていく必要があります。 

  こうした取組を推進するため、商店や飲食店などの一定の集積があるエリアを「重
点整備エリア」として定めたうえで、空き店舗活用、高架下活用（鉄道高架化を行っ
た場合）、回遊促進のための整備（案内サイン設置、案内マップ作成等）を行ってい 
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く必要があります。  
また、伊豆長岡温泉の活性化については、伊豆長岡駅と地理的に離れていることを

勘案し、観光案内所機能の強化の一環として、観光案内所において温泉街の案内・Ｐ
Ｒを強化したり、コンシェルジュ機能を活用して適切な交通手段をアドバイスするな
ど、おもてなしの心にもとづく対応強化を進めていくことが必要と考えます。 

 

（３）交通の円滑性、快適性、安全性を高める施策 

◆ 韮山反射炉の世界遺産登録に伴い、休日を中心とする観光入込交通が急激に増加す
ると考えられることから、可能な取組から速やかに対策を推進していくことが必要で
す。 
短期的には、マイカーからシャトルバス等に乗り換える「パークアンドライド」や、

カーナビを活用した広域的な迂回誘導などの施策を積極的に活用するとともに、中長
期的には、抜本的な対策と考えられる鉄道の立体化（高架化）について、前向きな調
査検討を進めることが望ましいと考えます。 
その際、高架化によってもたらされる便益は交通渋滞の緩和にとどまらず、高架下

活用等による駅周辺のまちづくりへの寄与、駅周辺道路網の再整備による利便性、安
全性、快適性の向上など、様々な波及効果がある点について、関係者間の認識を共有
していく必要があります。 
また、観光客や市民が安心して快適に歩けるよう、案内サインや歩行環境のさらな

る整備を行っていく必要があります。 
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２．伊豆の国市伊豆長岡駅前構想に関する「シャレットワークショップ」 

【該当ページ P184】 

伊豆の国市伊豆長岡駅前基本構想に基づく伊豆長岡駅前グランドデザイン検討に際して、地
域の機運や声を拾いつつ、より実践的な検討に向けて機運を高めて行くために、横浜国立大学
都市計画研究室と連携したシャレットワークショップを実施しました。 
シャレットワークショップ成果は市民に対して公表しています。 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  



参考資料編 

 

238 
 

 

 

 

 


	参　考　資　料　編
	参考資料編
	全体構想編Ⅱ
	伊豆の国市における都市計画の変遷
	都市施設
	地域別構想編
	Ⅱ．長岡地域
	１．官民連携事業の推進のための「まちづくり地域プラットフォーム」
	２．「シャレットワークショップ2019」
	Ⅳ．韮山地域
	１．伊豆の国市伊豆長岡駅前基本構想
	２．伊豆の国市伊豆長岡駅前構想に関する「シャレットワークショップ」

